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1. はじめに 

ActiveImage Protectorは、物理・仮想・クラウドといった多様なシステム環境に対応したシステム・データ保護
ソリューションです。このセットアップガイドでは、パブリッククラウド（Amazon Web Services (以下AWS)、 
Microsoft Azure（以下Azure）、Google Cloud Platform（以下Google Cloud）、Oracle Cloud Infrastructure（以
下Oracle Cloud））向け「ActiveImage Protector 2022 Cloud」の導入から基本的な設定方法などを説明していま
す。詳細な設定方法や制限事項などについては、以下のオンラインヘルプを参照してください。 

・Windows環境用オンラインヘルプ 
https://webhelp.actiphy.com/AIP/2022/ja_JP/ 
 

・Linux環境用オンラインヘルプ 
https://webhelp.actiphy.com/AIP/linux/2022/ja_JP/ 

 

システム要件 

ActiveImage Protector 2022 （Windows 用 バージョン 7.0.3.8919、Linux用 バージョン 7.0.3.8919）のシステ
ム要件は下記のとおりです。インストール先のコンピューターが、以下のシステム要件を満たしていることをご
確認ください。なお、最新のシステム要件は、Webサイトのシステム要件ページ（https://www.actiphy.com/ja-
jp/support/system-requirements/）よりご確認ください。 

Windows仮想マシン 
CPU Pentium 4または同等以上のCPU 
メモリ（RAM） 4GB 以上（8GB 以上を推奨） 
ハードディスク 1.5GB以上の空き容量が必要 
インターネット接続 製品のアクティベーション、ライセンスファイル発行および製品アップデートに必要 
サポート対象OS ・Windows Server 2022 

・Windows Server 2019 
・Windows Server 2016 
・Windows Server 2012 R2 
・Windows Server IoT 2019 / 2022 for Storage 
・Windows Storage Server 2016 
・Windows Storage Server 2012 R2 

 

  

https://webhelp.actiphy.com/AIP/2022/ja_JP/
https://webhelp.actiphy.com/AIP/linux/2022/ja_JP/
https://www.actiphy.com/ja-jp/support/system-requirements/
https://www.actiphy.com/ja-jp/support/system-requirements/
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Linux仮想マシン 
CPU Pentium 4、または同等以上の CPU 

※ x86_64アーキテクチャのみサポートします。 
※セキュアブートには対応していません。 

メモリ（RAM） 2GB以上 
ハードディスク 2GB の空き容量が必要 
インターネット接続 製品のアクティベーションに必要 
サポート対象OS ・Red Hat Enterprise Linux：9.0 – 9.3 /8.0 – 8.9 / 7.0 – 7.9

・CentOS：8.1 – 8.4 / 7.0 – 7.9
・Oracle Linux：9.0 – 9.3 / 8.1 – 8.9 / 7.0 – 7.9
・AlmaLinux 9.0 – 9.3 / 8.3 – 8.9
・MIRACLE LINUX 9.0, 9.2 / 8.4, 8.6, 8.8
・Rocky Linux 9.0 – 9.3 / 8.3 – 8.9
・Amazon Linux 2
・SUSE Linux Enterprise Server 15 / Desktop 15
・OpenSUSE Leap 15
・Ubuntu 18.04LTS / 20.04LTS / 22.04LTS
・Debian 9 – 12
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2. インストール 

ActiveImage Protector Cloudは、パブリッククラウド（AWS、Azure、Google Cloud、Oracle Cloud）のWindows、
および Linux 仮想マシンのバックアップ運用を行うことができます。クラウドの仮想マシンへの ActiveImage 
Protectorの導入や基本的な設定方法については、以下のセットアップガイドを参照してください。 

※クラウドの仮想マシンへのActiveImage Protectorのインストールの際には、「クラウド用のプロダクトキー」
を使用してください。 

 

・Windows環境：ActiveImage Protector 2022 Server セットアップガイド 
https://www.actiphy.com/ja-jp/setup_guide/actiphy_activeimage_protector_2022_server 

 

・Linux環境：ActiveImage Protector 2022 Linux セットアップガイド 
https://www.actiphy.com/ja-jp/setup_guide/actiphy_activeimage_protector_2022_linux 

 

  

https://www.actiphy.com/ja-jp/setup_guide/actiphy_activeimage_protector_2022_server
https://www.actiphy.com/ja-jp/setup_guide/actiphy_activeimage_protector_2022_linux
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3. バックアップの設定と実行  

3-1. ボリューム バックアップ：ワンタイム 

今すぐバックアップを実行する、ワンタイム バックアップの手順について説明します。 

1. Windows スタートメニューから［Actiphy］ → ［ActiveImage Protector］をクリックして ActiveImage 
Protectorのコンソールを起動します。ActiveImage Protectorのコンソールのメニュータブから［バックア
ップ］ → ［ボリューム バックアップ］をクリックします。 

 
 

2. バックアップ対象を選択します。ここでの設定例として、バックアップ対象は［ディスク］を選択し、［デ
ィスク 0］にチェックを入れます。バックアップ対象の選択が完了したら、［次へ］をクリックします。 
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3. バックアップの保存先を指定します。バックアップの保存先として、ローカルディスク、クラウド内のネッ
トワーク共有フォルダー、クラウドストレージ（Azure Storage、Amazon S3、Wasabi）など、システム構
成や目的に合わせて保存場所を設定することができます。ここでの設定例として、バックアップ保存先とし
て、クラウドストレージ「Amazon S3」を保存先として説明します。最初に、［フォルダーを選択］をクリ
ックします。 

 
 

4. ［フォルダー選択］から［Amazon S3］をクリックします。次に、保存先のAmazon S3に対する認証情報
を入力します。AWSの［アクセス ID：］、［シークレットキー：］を入力し、［リージョン：］を選択し
て［接続］をクリックします。 
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5. Amazon S3への接続が成功するとバケットが表示されます。ここでの設定例として、Amazon S3にあらか
じめ作成したバケット「aip-backup-s3」内のフォルダー「demo-test-ec2」を選択し、［フォルダーを選択］
をクリックします。 

 
 

6. ［保存先:］に、選択したAmazon S3のフォルダーが登録されていることを確認後に、［次へ］をクリック
します。［保存先隔離オプション：］、［オプション］は必要に応じて設定します。［オプション］の設定
については、「3-2.ボリューム バックアップ：スケジュール（P.12）」の項で説明していますので、そちら
を参照してください。 
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7. ［スケジュールの設定］では、［タスク タイプ：］に［ワンタイム バックアップ］を選択し、［OK］をク
リックします。 

 

 
8. ここでは、このまま［次へ］をクリックします。 
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9. バックアップの内容を確認してから、［完了］をクリックします。 

 
 

10. ［直ちに実行］を選択し、［OK］をクリックするとバックアップが開始されます。 
［タスク終了後の追加処理］は、バックアップ完了後にシステムのシャッドダウンや再起動が必要な場合に
設定します。 
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11. バックアップが開始されると、タスクの進捗状況が表示されます。 

 
 

12. 進捗が100%になるとバックアップは完了です。 
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3-2. ボリューム バックアップ：スケジュール 

定期的にバックアップを実行する、スケジュール バックアップの設定手順について説明します。 

1. Windows スタートメニューから［Actiphy］ → ［ActiveImage Protector］をクリックして ActiveImage 
Protectorのコンソールを起動します。ActiveImage Protectorのコンソールのメニュータブから［バックア
ップ］ → ［ボリューム バックアップ］をクリックします。 

 
 

2. バックアップ対象を選択します。ここでの設定例として、バックアップ対象は［ディスク］を選択し、［デ
ィスク 0］にチェックを入れます。バックアップ対象の選択が完了したら、［次へ］をクリックします。 
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3. バックアップの保存先を指定します。ここでの設定例として、クラウドストレージ「Amazon S3」を保存先
として説明します。テキストボックスの右にある［▼］をクリックすると、これまでのバックアップ プロセ
スやバックアップで使用した保存先が表示されますので、ここから選択もできます。新規にバックアップ保
存先を登録する場合は、［フォルダーを選択...］をクリックします。 

 
 

4. ［フォルダーを選択］では、［Amazon S3］をクリックします。次に、保存先のAmazon S3に対する認証
情報を入力します。AWSの［アクセス ID：］、［シークレットキー：］を入力し、［リージョン：］を選
択して［接続］をクリックします。 
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5. Amazon S3への接続が成功するとバケットが表示されます。ここでの設定例として、Amazon S3にあらか
じめ作成したバケット「aip-backup-s3」内のフォルダー「demo-test-ec2」を選択し、［フォルダーを選択］
をクリックします。 

 
 

6. ［保存先:］に、選択したAmazon S3のフォルダーが登録されていることを確認後に、［次へ］をクリック
します。「オプション」の設定は次項で説明します。 
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7. バックアップのスケジュール設定を行います。 
ActiveImage Protectorは、「月単位」、「週単位」、「指定曜日」、「指定日時」など柔軟なバックアップ
のスケジュール設定を行うことができます。ここでの設定例として、［タスクタイプ：］に「スケジュール 
バックアップ」を選択します。次に、ベースバックアップ（フルバックアップ）は「週単位」を選択して日
曜日の午前1時に実行、増分バックアップは、月曜日から土曜日の午前1時に実行するスケジュール設定を
行います。スケジュールの設定が完了したら、［OK］をクリックします。 

 
 

8. マルチスケジュール設定例：［新規トリガーを追加］をクリックすると、スケジュール設定を追加すること
ができます。週単位のスケジュール設定に加え、例えば、月末にフルバックアップを行うといった設定も可
能です。 
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9. ［スケジュール］タブの［オプション］では、「バックアップ保存先に残すバックアップの世代数」とタス
クスケジュール処理の成功や失敗を通知する「Eメール通知」の設定ができます。ここでの設定例として、
［保有ポリシーを有効にする］にチェックを入れ、［保有するバックアップの世代数：］をデフォルト設定
の「3」にします。この設定で、バックアップの保存先に 3世代分のバックアップが残ります。 
※ActiveImage Protector は、ベースバックアップとそれに紐づく増分バックアップを 1 世代として管理し
ています。 

 

 
10. バックアップの設定内容が表示されます。内容を確認してから［完了］をクリックします。 
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11. ここでは、［いいえ］をクリックして、ダッシュボードに戻ります。［はい］をクリックすると最初のスケ
ジュール タスクが実行されます。 

 

 
12. 作成済みのスケジュールは、［ダッシュボード］→［スケジュール］から確認できます。指定した時刻にな

ると、スケジュールバックアップが実行されます。 
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13. ［スケジュール名］を右クリックすると、直ちにフルバックアップや増分バックアップの実行、スケジュー
ルの編集などを行うことができます。 

 
 

14. ［オプション］や［高度な設定］は、必要に応じて設定します。ここでは、設定例について説明します。 

(1) オプション：圧縮レベルの設定 
標準設定の通常圧縮と重複排除圧縮の 2種類の圧縮方式をサポートします。圧縮率は、データーの種類
により異なりますが、通常圧縮で70%、重複排除圧縮では50%程度を目安としてください。重複排除圧
縮を選択すると、その下の［レベル2（推奨）］と重複排除処理の一時作業領域の［一時ファイルフォル
ダーを変更］の設定が可能になります。 
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(2) オプション：暗号化の設定 
バックアップファイルのパスワード保護と暗号化をサポートしています。まず、［パスワード保護］の
チェックボックスにチェックを入れ、パスワードを入力します。次に、暗号化レベルの「RCS」、「AES128
ビット」、「AES256 ビット」から選択して設定します。バックアップファイルの外部サイト保管やサ
イバー攻撃からバックアップファイルを安全に保護します。 

 
 

(3) オプション：高度な設定 
オプション中の［高度な設定］では、バックアップファイルの分割、ネットワーク共有フォルダーに保
存する際の帯域制御やキャッシュ使用、バックアップファイルの仮想化処理、In-Cloud Standby向けの
仮想化処理、バックアップ処理と連動したユーザー作成のスクリプトの実行などの設定が可能です。こ
こでは、［バックアップファイルの仮想化処理］、［In-Cloud Standby向けの仮想化処理］、［スクリ
プト］について解説します。 

 
 

・ バックアップファイルの仮想化処理： 
エージェントの「仮想化」機能を使わずに、仮想マシンに直接復元する場合は［バックアップ時にあら
かじめ仮想化処理を行う］のオプションを有効にしてください。あらかじめ、エージェントの「仮想化」
機能と同じ処理（VMware vSphere / Microsoft Hyper-V のドライバー追加、レジストリ変更など）を
行った状態でバックアップを作成します。例えば、バックアップ元より小さなサイズの仮想ディスクで
構成された仮想マシンに、ボリューム単位での縮小復元やディスクのボリュームレイアウトの変更など、
柔軟な復元を行うことができます。 

・ In-Cloud Standby向けの仮想化処理： 
あらかじめ In-Cloud Standby でシステムを起動した際に必要な処理（ドライバー追加、設定変更）を
した状態でバックアップを作成します。In-Cloud Standbyを使用する場合は、このオプションを有効
にします。  
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・ スクリプトの設定： 
指定したスクリプトをスナップショット実行前、実行後、およびバックアップ作成後に実行することが
できます。使用例として、Microsoft ボリューム・シャドウコピー・サービス（Volume Shadow Copy 
Service）に対応していないデータベース・アプリケーションの場合は、バックアップデータの整合性を
保つために、バックアップ開始前にサービスを停止する必要がありますが、スナップショット実行前後
に、サービス停止/起動のスクリプトを設定することができます。サービスの停止時間は、スナップショ
ットを取得する約1分～2分となります。 
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4. リストア  

4-1. ファイル/フォルダー単位のリストア 

ここでは、バックアップからファイル/フォルダー単位の復元手順について説明します。 

1. ActiveImage Protectorのコンソールのメニュータブから［復元］→［ファイル復元］をクリックします。 

 
 

2. ［バックアップ保存先］を選択します。ここでの設定例として、下記の場所にバックアップ保存先のAmazon 
S3の直接パス「S3://aip-backup-s3/demo-test-ec2」を入力して、Enterキーを押します。AWSの認証情
報の入力を求められた場合は、AWSの［アクセス ID：］、［シークレットキー：］を入力し、［リージョ
ン：］を選択して［接続］をクリックします。 
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3. ［ホスト］から復元対象マシンを選択し、復元ポイントを指定したら［次へ］をクリックします。選択した
復元ポイントの情報は［バックアップ情報］に表示されます。 

 
 

4. ［バックアップされたファイル］から、復元するアイテムにチェックを入れます。 
チェックされたアイテムは［復元するアイテム］にリストされます。復元時のオプションとして、［アクセ
ス制御リストを保持する：］にチェックを入れると、復元対象のファイルに設定されているアクセス制御リ
スト（ACL）を保持して復元します。［同名のファイル/フォルダーを上書きしない：］にチェックを入れる
と、保存先に同名のファイル/フォルダーがある場合、上書きせずに別名で復元します。 
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5. 次に、復元するアイテムの保存先を指定します。［…］をクリックします。 

 
 

6. 保存先フォルダーを選択し、［選択］をクリックします。 
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7. ［実行］をクリックすると、復元が開始されます。 

 

 
8. 復元処理が開始されると、タスクの進捗状況が表示されます。 
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9. 進捗状況が100%になれば、復元は完了です。 

 

 
10. 指定した復元先に、復元アイテムとして選択したファイル、およびフォルダーが保存されます。 
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4-2. システムリカバリー（In-Cloud Recovery） 

ActiveImage Protectorの「In-Cloud Recovery」は、バックアップからAWS、およびAzure のクラウド上の仮想
マシンに復元して、システム全体を復旧することができます。クラウドの管理コンソールやコマンドラインなど
を駆使した複雑な操作を必要としません。ここでは、「In-Cloud Recovery」によるバックアップからAWS EC2
インスタンスのシステム復旧手順について説明します。 

※ In-Cloud Recoveryは、Google Cloud、Oracle Cloud環境では使用できません。仮想マシンの復元作業は、RescueBootから起動
した起動環境を使用しておこなってください。（次項「4-3. システムリカバリー（RescueBoot）」を参照） 

1. In-Cloud Recoveryを起動します。 
※In-Cloud Recovery は、復元先の仮想マシンから実行することはできません。クラウドにアクセス可能な
別のコンピューターから行う必要があります。 
ActiveImage Protectorのコンソールのメニュータブから［In-Cloud Recovery］をクリックします。この処
理の実行には、クラウドの各リージョンに配置されている「Actiphy Cloud エージェント」という仮想マシン
イメージの一時的な起動、および復元の際に作成されるボリュームのストレージやデーター転送など、クラウ
ドプロバイダーの所定の利用料金がかかります。これに同意して、［追加費用に関して確認しました］にチェ
ックを入れ、［次へ］をクリックしてください。 
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2. 接続するクラウドサービスを選択し、必要な認証情報を入力します。 
ここでの設定例として、クラウドサービスに［Amazon AWS］を選択して、AWSの［アクセスキー］と［シ
ークレットキー］を入力し、［リージョン］を選択して［次へ］をクリックします。 

 
 

3. 復元先となるインスタンスを選択します。［…］をクリックします。 
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4. 復元先となるインスタンスを選択してから、［選択］をクリックします。 
ここでの設定例として、バックアップ元のインスタンス「test-ec2」を選択します。 

 
 

5. 復元先となるインスタンスの情報が表示されます。 
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6. 復元したボリュームの処理方法を選択します。 
ここでの設定例として、［ディスク保存設定］は、標準設定の［接続中のディスクをデタッチする］にしま
す。次に、［リモートアプライアンスを起動］をクリックして、「Actiphy Cloudエージェント（起動環境）」
を起動します。起動するまでしばらく待ちます。 

 
 

ディスク保存設定： 

(1) 接続中のディスクをデタッチする： 
インスタンスに接続中のボリュームをデタッチ（切り離し）し、復元したボリュームをインスタンスに
アタッチ（接続）します。デタッチされたボリュームは削除されずに残ります。 

(2) 接続中のディスクを削除する： 
インスタンスに接続中のボリュームをデタッチ後に削除し、復元したボリュームをインスタンスにアタ
ッチします。 

(3) 接続中のディスクをそのまま保持する： 
インスタンスに接続中のボリュームはデタッチせず、復元したボリュームを追加でアタッチします。 

(4) 以前に復元されたディスクを置換（デタッチ）する： 
インスタンスに接続中の ActiveImage Protector から復元したボリュームをデタッチし、復元したボリ
ュームをインスタンスにアタッチします。デタッチされたボリュームは削除されずに残ります。
ActiveImage Protectorから復元されていないボリュームはインスタンスからデタッチされません。 

(5) 以前に復元されたディスクを置換（削除）する： 
インスタンスに接続中の ActiveImage Protector から復元したボリュームをデタッチ後に削除し、復元
したボリュームをインスタンスにアタッチします。ActiveImage Protectorから復元されていないボリュ
ームはインスタンスからデタッチされません。 
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7. 以下の様に、［リモートアプライアンスを起動］ボタンがグレーアウトされ、［リモートアプライアンスを
シャッドダウン］ボタンが選択可能になったら、「Actiphy Cloudエージェント（起動環境）」の起動は完了
です。［次へ］をクリックします。 

 
 

8. 復元したいマシンのバックアップ保存先を選択します。 
ここでの設定例として、［バックアップ保存先］は［Amazon S3］をクリックします。 
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9. Amazon S3に対するAWSの［アクセスキー］と［シークレットキー］を入力し、［リージョン］を選択し
て［接続］をクリックします。 

 
 

10. バックアップ保存先の「フォルダー」→「コンピューター」→「復元ポイント」を選択して、［次へ］をク
リックします。［復元ディスクの設定］において、復元するディスクのサイズやタイプを設定することもで
きます。 
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11. 内容を確認して、［実行］をクリックすると復元が開始されます。 

 
 

12. 復元が開始されると、タスクの進捗状況が表示されます。 
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13. 進捗が100%になると復元は完了です。 

 
 

14. 復元完了後、AWS マネジメントコンソールから、インスタンスに接続されていたボリュームがデタッチさ
れ、復元したボリュームが復元先のインスタンスに接続されていることが確認できます。 

(1) バックアップから新規ボリュームが作成されています。ボリューム名は、［<インスタンス名
>_disk_YYYYMMDDhhmmss］で作成されます。復元管理後に、正常動作を確認したら、デタッチされ
た元のボリュームは明示的に削除します。 

 
 

(2) 作成されたボリュームがインスタンスのルートデバイスとして接続されています。 
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4-3. システムリカバリー（RescueBoot） 

ActiveImage Protectorの「RescueBoot」は、Actiphy Boot Environment（起動環境）の外部メディアを必要とす
ることなく、AWS、Azure、Google Cloud、Oracle Cloudの仮想マシンから起動環境を直接起動させることがで
きます。また、RescueBootから起動した起動環境にリモートから接続し、クラウド仮想マシンのシステムの復元
をおこなうことができます。ここでは、「RescueBoot」によるAWS EC2インスタンス（仮想マシン）のシステ
ム復元手順について説明します。 

1. RescueBootの起動 
ActiveImage Protectorがインストールされている、復元先の仮想マシンから操作をおこないます。 

(1) Windowsの通知領域（ディスクトップ画面の右下）にあるActiveImage Protectorのアイコンメニュー
から、［RescueBootの実行］をクリックします。 

 
 

(2) RescueBoot が実行されると、内蔵ディスク内に起動環境が作成されます。起動環境の作成が完了する
までしばらく待ちます。（2分から3分） 

 
 

(3) 起動環境の作成が完了すると、システムのシャットダウンを通知するメッセージが表示され起動環境が
起動します。この時点で、リモート接続は切断されます。 
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2. 起動環境への接続 
復元先の仮想マシンから起動環境が起動したら、ActiveImage Protector のリモート管理コンソールから接
続して復元操作をおこないます。 
※ここでは、AWSのインスタンスのセキュリティ設定で以下のポートを開放しています。 
・TCP ポート 48236 
・UDP ポート 48238 
・UDP ポート 48239 

(1) ActiveImage Protectorのコンソールを起動します。 
Windowsスタートメニューから［Actiphy］ → ［ActiveImage Protector］をクリックしてActiveImage 
Protectorのコンソールを起動します。 
 

(2) 最初に、リモート管理コンソールを使用するためには、ActiveImage Protectorの管理コンソールのメニ
ューから、［環境設定］→［コンソール設定］→［ネットワーク クライアント管理コンソール機能を有
効にする］にチェックを入れ、［適用］をクリックします。［OK］をクリックしてダッシュボードに戻
ります。 
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(3) コンソール左上にある［管理コンソール］から操作を行います。リモート管理を行うためには、最初に
ホストリストを作成します。［ホストを新規追加...］をクリックします。 

 
 

(4) リストに追加する復元先の起動環境が起動している仮想マシンを指定します。ここでの設定例として、
［リモートホストの追加］から「インスタンスのパブリック IPアドレス」、「管理者ユーザー名」、「パ
スワード」を入力し、［接続テスト］をクリックします。接続テストに成功すると［ホスト名］、［IPア
ドレス］、[インストール製品]( Actiphy Boot Environment)が表示されます。 
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(5) 次に、［リストに追加］をクリックすると、［対象コンピューター］のリストに追加されますので、［追
加］をクリックして管理対象コンピューターに登録します。 

 
 

(6) 管理対象ホストとして、リモートホストが追加されます。 
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(7) ホストリストからホストを選択し、右クリックすると、以下のようなコンテキストメニューが表示され
ます。ここから、右端の「コネクタマーク」をクリックします。 

 
 

(8) ホストリストからホストを選択し、右クリックメニューから［リモート］をクリックすると起動環境に
リモート管理コンソールから接続できます。 
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(9) 接続に成功すると、ステータスバーの色が緑になります。 
※リモートホストへの接続を解除する場合は、ローカルホスト名をダブルクリックします。 

 
 

3. システムの復元操作 
起動環境に接続した、リモート管理コンソールから復元操作をおこないます。 

(1) ［復元］→［ボリューム復元］をクリックします。 
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(2) 復元したい仮想マシンのバックアップ保存先を選択します。 
ここでの設定例として、［バックアップ保存先］は［Amazon S3］をクリックします。 

 
 

(3) Amazon S3に対するAWSの［アクセスキーID］と［シークレットキー］を入力し、［リージョン］を
選択して［接続］をクリックします。または、［アクセスキーID］のテキストボックスの右にある［▼］
をクリックすると、これまでのバックアッププロセスやバックアップで使用した保存先が表示されます
ので、ここから選択もできます。 
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(4) バックアップ保存先の「フォルダー」→「コンピューター」→「復元ポイント」を選択して、［次へ］を
クリックします。 

 
 

(5) ［復元するアイテム］からディスクマップの左部分（ベーシック（MBR）あたり）を右クリックして、 
［対象］で「ディスク0 - Basic（MBR）」を選択します。［復元の設定］に復元する内容が表示されま
すので、確認し［次へ］をクリックします。 
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(6) 確認画面になりますので、その内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 
 

(7) リカバリーが開始されると、タスクの進捗状況が表示されます。 
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(8) タスクが100%になれば、クラウド仮想マシンのリカバリーの完了です。 

 
 

(9) ［操作］→［終了］を選択し、シャットダウン、もしくは再起動します。 

 
 
 
 
 

  



 リストア  

44 

 

(10) 復元した仮想マシンに接続し、リカバリーが正しくできているかを確認します。 
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5. 仮想スタンバイマシンの作成（In-Cloud Standby） 

ActiveImage Protectorの「In-Cloud Standby」は、AWS、またはAzureのクラウド上の仮想マシンのバックアッ
プから、システムを復旧するためのスナップショットをスケジュールで作成することができます。緊急時には、
復旧させたい時点のスナップショットから、AWS、またはAzureのクラウド上の元の仮想マシン、または新規に
仮想マシンを作成し、迅速にシステムを復旧することができます。 

ここでは、「In-Cloud Standby」によるAWS EC2インスタンスのバックアップからスナップショットの作成手
順、およびAWSマネジメントコンソールを使用したスナップショットからボリュームの作成、新規作成のインス
タンスへのボリュームのアタッチ（接続）など、一連のシステム復旧手順について説明します。 

 

5-1. バックアップからスナップショットの作成 

※「In-Cloud Standby」が使用するバックアップは、バックアップ設定の「高度な設定」から「バックアップ時に
あらかじめ In-Cloud Standby 向けの仮想化処理を行う」を有効にしてバックアップを作成する必要があります。
設定については、「3-2.ボリューム バックアップ：スケジュール（P.12）」の項で説明していますので、そちら
を参照してください。 

1. ActiveImage Protectorのコンソールを起動します。 
ActiveImage Protectorのコンソールのメニュータブから［In-Cloud Standby］をクリックします。 
この処理の実行には、クラウドの各リージョンに配置されている「Actiphy Cloud エージェント」という仮想
マシンイメージの一時的な起動、およびスナップショットやスナップショットから作成されるボリュームのス
トレージ、データー転送など、クラウドプロバイダーの所定の利用料金がかかります。 
これに同意して、［追加費用に関して確認しました］にチェックを入れ、［次へ］をクリックします。 
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2. 接続するクラウドサービスを選択し、必要な認証情報を入力します。 
ここでの設定例として、クラウドサービスに［Amazon AWS］を選択して、AWSの［アクセスキー］と［シ
ークレットキー］を入力し、［リージョン］を選択して［次へ］をクリックします。 

 
 

3. テンプレートとなるインスタンスを指定します。［…］をクリックします。 
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4. テンプレートとなるインスタンスを選択します。 
ここでの設定例として、バックアップ元のインスタンス「test-ec2」を選択し、［選択］をクリックます。 

 

 
5. テンプレートとなるインスタンスの情報が表示されます。次に、［リモートアプライアンスを起動］をクリ

ックし、「Actiphy Cloudエージェント（起動環境）」を起動します。起動するまでしばらく待ちます。 
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6. 以下の様に、［リモートアプライアンスを起動］ボタンがグレーアウトされ、［リモートアプライアンスを
シャッドダウン］ボタンが選択可能になったら、「Actiphy Cloudエージェント（起動環境）」の起動は完了
です。［次へ］をクリックします。 

 
 

7. バックアップ元のインスタンスのバックアップ保存先を選択します。 
ここでの設定例として、［バックアップ保存先］は［Amazon S3］をクリックします。Amazon S3の認証情
報の入力を求められた場合は、AWSの［アクセスキー］と［シークレットキー］を入力し、［リージョン］
を選択して［接続］をクリックします。 
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8. バックアップ保存先の「フォルダー」→「コンピューター」→「復元ポイント」（ベースバックアップ）を
選択して、［次へ］をクリックします。 

 
 

9. ActiveImage Protectorは、週単位、月単位、指定曜日など柔軟なスケジュール設定を行うことができます。
ここでの設定例として、「週単位」を選択して日曜日から土曜日の午前2時にバックアップからスナップシ
ョットを作成するスケジュール設定を行います。スケジュール タスク実行時に、バックアップごとにスナッ
プショットが作成されます。例えば、スケジュール実行時にスナップショットが作成されていないバックア
ップが２つ存在したら、２つのスナップショットが作成されます。また、スナップショットが作成されてい
ない、あたらしいバックアップが存在しない場合は、スケジュール タスクはスキップされます。 
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10. 次に、［オプション：］でスナップショットの世代管理の設定を行います。以下の設定が完了したら、［次
へ］をクリックします。 

(1) 新しいスナップショット セットを xx 個ごとに作成する 
スナップショット セットとして管理するスナップショットの数を設定します。ここでの設定例として、
10と設定し、10個のスナップショットを1世代として管理します。 

(2) 新しいバックアップの世代ごとにスナップショット セットを作成する 
バックアップの世代ごとにスナップショット セットが作成されます。 

(3) 保有ポリシーを有効 
保有するスナップショット セットの数を設定します。ここでの設定例として、デフォルトの 3 と設定
し、クラウド上に3世代分のスナップショット セットを残します。 

 
 

11. 設定内容を確認してから［完了］をクリックします。 
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12. スケジュール タスク実行の確認メッセージが表示されますので、［いいえ］をクリックして、ダッシュボー
ドに戻ります。［はい］をクリックすると最初のスケジュール タスクが実行されます。 

 
 

13. 作成済みのスケジュールは、［ダッシュボード］→［スケジュール］で確認できます。指定した時刻になる
と、バックアップからスナップショットが作成されます。 

 
 

14. 作成されたスナップショットは、［AIPInCloudSnap_YYYYMMDDhhmmss］の形式で名前がつきます。 

 

  



 仮想スタンバイマシンの作成（In-Cloud Standby）  

52 

 

15. ［スケジュール名］を右クリックすると、直ちに In-Cloud Standby の実行やスケジュールの編集などを行
うことができます。 
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5-2. スナップショットからボリューム作成とアタッチ 

AWSマネジメントコンソールから、「In-Cloud Standby」が作成したスナップショットよりボリュームを作成し、
新規作成のインスタンスへのボリュームのアタッチ手順など、一連のシステム復旧手順について説明します。 
※AWSマネジメントコンソールの画面は変わる可能性がありますが、基本的な操作手順として参考にしてくださ
い。 

1. スナップショットからボリュームを作成します。 
AWSマネジメントコンソールのメニューから、「EC2」→「スナップショット」を選択し、復旧したい時点
のスナップショットにチェックを入れ、「アクション」のプルダウンメニューから「スナップショットから
ボリュームを作成」をクリックします。 
ここでの設定例として、「In-cloud Standby」が作成したホスト名「ec2amaz-8vod1bd」の最新のスナップ
ショットを選択します。 
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2. 以下のボリューム設定をおこないます。 

(1) ボリューム設定 
ボリュームの作成先は、そのボリュームをアタッチするインスタンスのアベイラビリティゾーンと合わ
せる必要があります。ここでの設定例として、アベイラビリティゾーンは「ap-northeast-1c」を選択し
ます。その他は、特に指定がない場合はそのままで問題ありません。 

 
 

(2) タグ – オプションの設定 
ここでの設定例として、ボリューム名を「test-ec2-standby」に設定します。 
［キー］に「Name」、［値 – オプション］に「test-ec2-standby」を入力します。ボリューム作成の
すべての設定が完了したら、［ボリューム作成］をクリックします。 
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(3) 以下の様に「test-ec2-standby」という名前のボリュームが作成されます。 

 

 

3. インスタンスを新規に作成します。 
AWSマネジメントコンソールのメニューから、「EC2」→［インスタンス］を選択し、［インスタンスを起
動］をクリックするとインスタンス作成画面が表示されます。 
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(1)  ［名前とタグ］は、インスタンスに任意の名前を設定します。ここでの設定例として、インスタンス名
を「test-ec2-standby」とします。 

 
 

(2)  ［アプリケーションおよびOSイメージ（Amazonマシンイメージ）］は、仮想マシンのイメージを選
択します。ここでの設定例として、バックアップ元のインスタンスと同じ「Windows Server 2016 
Japanese Full Base」を選択します。 

 
 

(3) ［インスタンスタイプ］は、インスタンスタイプを選択します。ここでの設定例として、バックアップ
元のインスタンスと同じ「t2.micro」を選択します。 
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(4) ［キーペア（ログイン）］は、キーペアを選択します。ここでの設定例として、バックアップ元のイン
スタンスと同じ既存のキーペア「test-ec2-key」を選択します。 

 
 

(5) ［ネットワーク設定］は、セキュリティーグループを設定します。ここでの設定例として、バックアッ
プ元のインスタンスと同じ既存のセキュリティーグループを選択します。 

 
 

(6) ［ストレージ設定］は、特に変更がない場合そのままで問題ありません。新規インスタンス作成の設定
がすべて完了したら、［インスタンスを起動］をクリックするとインスタンスが作成されます。 
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4. ボリュームを入れ替えるために、新規作成のインスタンスを停止します。 
ここでの設定例として、AWSマネジメントコンソールのメニューより、［インスタンス］を選択して、新規
作成のインスタンス「test-ec2-standby」にチェックを入れ、［インスタンスの状態］のプルダウンメニュ
ーから［インスタンスを停止］をクリックします。 

 
 

5. 新規作成のインスタンスのルートボリュームをデタッチ（切り離す）します。 
デタッチ前に、該当のインスタンスの［ストレージ］タブ内で、ルートデバイス名を確認（ここでは、/dev/sda1）
してから、「ボリューム ID」をクリックします。 
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6. 次に、ボリューム設定画面に切り替わったら、［アクション］のプルダウンメニューから［ボリュームのデ
タッチ］をクリックします。 

 
 

7. スナップショットから作成したボリュームをアタッチします。 
AWSマネジメントコンソールのメニューから、［EC2］ → ［ボリューム］を選択し、スナップショットか
ら作成したボリュームにチェックを入れ、［アクション］のプルダウンメニューから［ボリュームのアタッ
チ］をクリックします。 

 
 

  



 仮想スタンバイマシンの作成（In-Cloud Standby）  

60 

 

8. 作成したボリュームを新規作成のインスタンスへアタッチします。デバイス名は、前項の「5」で確認したデ
バイス名「/dev/sda1」としてアタッチします。 

 
 

9. 既存のインスタンスについているElastic IPを新規インスタンスに再割り当てします。 
AWSマネジメントコンソールのメニューから、［EC2］ → ［Elastic IP］を選択し、既存のインスタンスに
ついているElastic IPにチェックを入れ、［アクション］のプルダウンメニューから［Elastic IPアドレスの
関連付け］をクリックします。 
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10. インスタンスに、新規作成したインスタンスを選択し、再関連付けにチェックを入れて、［関連付ける］を
クリックします。 

 
 

11. 新規作成のインスタンスを起動します。 
これで、バックアップから作成したスナップショットから、新規作成のインスタンスへの復旧は完了です。 
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6. リモート管理コンソール 

AWS EC2、およびAzureのインスタンスにインストールされている ActiveImage Protectorの管理をリモートで
行うことができます。 

1. ActiveImage Protectorを起動します。 
Windowsスタートメニューから［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 
 

2. 最初に、リモート管理コンソールを使用するためには、ActiveImage Protectorの管理コンソールのメニュー
から、［環境設定］→［コンソール設定］→［ネットワーク クライアント管理コンソール機能を有効にする］
にチェックを入れ、［適用］をクリックします。［OK］をクリックしてダッシュボードに戻ります。 
また、インスタンスのセキュリティ設定で以下のポートを開放します。（AWSでは、セキュリティポリシー
のインバウンドルールに追加します。） 
・TCP ポート 48236 
・UDP ポート 48238 
・UDP ポート 48239 
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3. コンソール左上にある［管理コンソール］から操作を行います。リモート管理を行うためには、最初にホス
トリストを作成します。［ホストを新規追加...］をクリックします。 

 
 

4. リストに追加するホストを指定します。指定方法は［自動検索］と［手動設定］の2つがあります。 
ここでの設定例として、［リモートホストの追加］から「クラウドのインスタンスの IPアドレス」、「管理
者ユーザー名」、「パスワード」を入力し、［接続テスト］をクリックします。接続テストに成功すると［ホ
スト名］、［IPアドレス］が表示されます。 

 
 
 

  



 リモート管理コンソール  

64 

 

5. 次に、［リストに追加］をクリックすると、［対象コンピューター］のリストに追加されますので、［追加］
をクリックして管理対象コンピューターに登録します。 

 
 

6. 管理対象ホストとして、リモートホストが追加されます。 
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7. ホストリストからホストを選択し、右クリックすると、以下のようなコンテキストメニューが表示されます。
ここから、［接続］をクリックします。 

 
 
 

8. ホストリストからホストを選択し、右クリックメニューから［リモート］をクリックするとエージェントに
リモート接続できます。 
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9. 接続に成功すると、ステータスバーの色が緑になります。バックアップスケジュールの作成や復元、イメー
ジ管理などの各種操作、ログ等の閲覧ができます。 

 
 

10. ローカルホスト名をダブルクリックするとリモートホストへの接続が解除されます。 
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7. 参考情報 

アクティファイのWebサイト 

製品情報の他、各種資料やサポート情報、アップデートなど、総合的にご案内しています。 

https://www.actiphy.com 

 

ActiveImage Protector のFAQ 

サポート情報のデータベースです。 

https://jpkb.actiphy.com/ 

 

ActiveImage Protectorに関するお問い合わせ先： 

株式会社 アクティファイ 

営業本部 

E-mail: sales@actiphy.com 

TEL: 03-5256-0877 

FAX: 03-5256-0878 
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